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表する他 一方便たる文章のご きに至りても亦此弁舌 兩々相俟っ 円満の成効をな に於てをや。実に辯は文と共に我等が成効の片翼なり。加之、
其効を收むることの早き一回の演説に十歩の得あり。両回の談話に五歩の進捗あり。
抑も演説なるものは偏に第一回の談話に其最重な 困難を感ず。之を再びするに及んでは先に経たりし所の羞恥の感、殆滅して再三再四漸次其巧を求むべく最初の胸腔鼓動して滿面紅潮を呈するが如きは遂に揶揄諧謔を交ふるに至 五回十回其方のよろしきに従はんか、懸河の雄弁其堂に上る蓋し易々たる み。之を彼の熱球を原頭 弄して而かも輕躁浮薄 俗 陷る 比して 雲泥萬里其道途の安全にして其交遊の清淨な 、予輩共究会々員をして姫路中学の思潮の王権を握るに至らしむ 畢竟此間の修養 かゝる。僕が共究会 悦ぶ所以、こゝ 一因をなす り。故に之を諸君に勧め共に清談を
?にせんとす。而して僕今其局に当るに際会し諸君に向って其抱負を述べんとす。僕が満足の情と喜











































































































敗墮落、千仞の溪底に陷りつゝある 見ん。これ彼等其眼なきが故也 趣味の缺乏 るが故也。然り而して諸君も亦相携へて腐敗しつゝある亜流 あらざる事を堂々宣し得 ものありや、実に人を腐化する 、趣味 涵養なき輩なり。我に超然たる意気と、天賜の趣味あり。何すれぞ其感化を受けんや。諸君た 亦必ず趣味に飢
ゑたるものならん。然り而して之を何れのところより其供給
を仰がんとする 文をよみ文を作るに非ずんば、豈諸君 崢嶸た 覇気 豊富な 趣味の供給を得んや。 自らが作文作詩の技量を練磨すべく、稜々たる真気を養ふべく文をよみ文 作る外其道あらざる也。　
然らば諸君の或者は云はん。かくの如き迂路を経ることなくして我等の先輩は続々として卒業の栄を擔ひしに非ずやと。又曰く加



















また決して危ふか 何故に会員一般 気風、今日の如く軽々薄々たるや。真摯の風何處 あ あは 俗子よ、少しく自 反省しては如何。談話会場よく用意を整えて弁論をなすも 、それ何人ぞや。其論義 高尚幽遠なら は蓋し予輩一同 程度に比例するものにして少 も咎むるところなしと雖、口よりの出ま せ演説に至り は実に片腹いたき のきわみ也 雑誌に見たること 述ぶるも苦 からざるに非ずや。一日行軍の談話も趣味に富めるに非ずや。何 進
で其弁論を試みんとはせざる。人必ず自らの思想を
遺憾なく発表するに足 弁舌を有す。然も練り得て自在な 巧みならざるとは其熱心 不熱心と 比例 。之を得ると得ざるとは諸君の心得如何にあり。励むも亦可ならずや　
殊に共究弁舌会の弊風は今や其談話会なるものが何等談話に真摯なる士と熱心なる士と 缺き、真の練磨は殆ど其の実蹟を失ひ来












一時不規則膨脹の現象のみにして、何らの効績 印象とを本会史上に止め り は、其性質の十分 融化をなし得ざる 因る。一時菊池君の之を行軍組織に変更せんとしたる、趣味 尊ぶ会員一般の傾向が此乾燥なるベースボールの類に満足し得ざる点多きを観たるが爲めなり。然も時可ならず、意志堅らざ が爲めに断行せられざりしは遺憾なりし事共也。　
実際上、一个月に一回乃至二回のベースボール、何 功能やある。フートボール 私憤を漏すが故き輩の出るあらば、益以て心得
ざる結果なるなり。ベースボール何の爲めにする、運動の か、然らば実益少 癈するに然かず。技量練磨 爲めか、実益、零
ゼロ




















































り。然も常に毫も意に介せざりき 而し 自 所謂く、科学は到底乾燥なり、無味なり。予輩、
趣味を尊び、趣味を愛好するもの豈かゝ
る無趣味なる学課に力を尽すを得んや。試験の採点簿に得点の多きを誇る輩の如きは畢竟自らの性情の陋劣を曝露せるものにして歯するに足らず、と恐くは今之見を有するもの決して少なからざるべし。然れども第三年級の二学期なりけん、代数課の得点大に少く甚く注意を蒙れり。此瞬間予輩は自らが数学的智識に缺乏を来せるを見て衷心実に憂々、其学期は稍励みたるが如し。其結果今は確かに記臆せざれども代数六七、幾何六四前后の成蹟を得たると同時 英譯課の採点僅かに五〇、之を見て冷汗背を流れたる也。此成蹟を見て予輩は之が研究を連続すること 得 る悲境に住居せざるべ 身 なりて、今年四月来 て再び入学するや両課に於ける予輩の成蹟は以前として不良なり。数日以前注意を蒙り は主として此種の にかゝる。然れども予輩が過去 僻見は本年再入学と同時に流ひ去られて科学重視せざるべからざる事 覚れ
り。予輩元より特殊優等の課程を有せざれども国語、漢文、歴史、地



































































































































彼等は立川乃至長栄堂の奥に於て菓子を喰ひラムネを傾けて以 其所謂通人の気風に従はずんば生存し得ざるか。学生らしき交際を得ざるか。実 憐れむべきは彼等ならずは、然り学生墮落の近因 趣味の低下にあり。いたづらに乾燥無味なる教科書 のみ齧 つくを以て無上のモデルスチューデント りと思惟して彼徒を歓迎優待する盲目なる教育者輩か愚や実 笑ふに堪えたり。学校的の優等なる成蹟を有せる輩
が其品性の陋卑なる、蓋し茲に所以す。換言すれば学術のチャンピオンとして其信用中外に厚くよく一級の牛



































































然れども思へ功は功として誇るべきもの 非ず、罪 罪として却て大に責むべきもの 非るなきや。
　
輿人の着眼点漸く趣味に向つ 進むや、モデルメンの黄金時代は経過 て此徒の漸盛時代 推移したり 然
り而して早くも亦旧轍
をふんで再び以前の形勢に変遷せんとす。自然 配合を見るべく鋭俊なる文士の徒は此時局の移動を観察し得ざるか。輿人が此徒に向て捧げたる所の尊称と畏敬の衷情は漸く減じて之を技量視す に至れるに非 や　
而して芸術なる一重に技量視 べきものに非ず。芸術の美如何に巧妙なり 雖これ術美のみ。うまく成效したる人形の如し。加之





日の未進の地置に安ぜざ べからざ に至れり。然り予輩彼等先輩を其美 愛 点に於て其着眼 異 故を以て、遂 百里の
　












する勿れ、其一挙手一投足悉く彼れが意志を代表するもの、而して其其意志の彼の儒弱文士の如くんば、闇々裡の感化はもとより寸効を其人に与ふるを得んや。口に風流を氣取って、其行に醜陋見るに堪えざるも あらんには、其教化の及ぼすところ、風紀の弛廃に加ふるところ、豈無から 汝正に亙らん日 汝が信任は以前の畏敬に亙らん。俗人 喝采を欲するは俗人の業なり。彬々たる姫路中学幾多の文字ある文士よ、少しく省みるところありて 品性を陶冶しては如何。由来衒気は美神の悪くみたまふところならずや。予は断じて今日青年文士の品性の陋劣なるを信じて疑はざる
ものなり。






居るか、学生らしくないか、そは私の関せぬ で 私は、私の思想ありのまゝを 語ったのであります。彼の人とても、人の思想まで、束縛する事は、出来ますまい。さても窮窟の世の中かな 穴か こ諸君、試に眼を 諸君の四周に注いで御覧な い。世 中は 争闘 以て 滿たされて居りませう。歴史 、歴々と、此争闘を筆記して居ります。或者は感情 衝突より、或者 嗜好の相違より、乃至 慾のために、又は正義の爲に争闘を致します。かくの如く、人は、人若しくは社会と、国は 国若しくは時勢 争ひつゝ、世界と人類は、茲に推移したのであります。鄭
成功が、三千の兵を率て、臺灣に據って、亡びたる明朝の恢復を図りました 如き 青史に伝えて最美なる事でありま 。
保元平治の乱 慾の間違ひから、骨肉の者が爭ひ、又血縁 者が戰ひました 様な くの如き醜態は、開国以来稀れなるものであります。
43 明治中期の回覧雑誌「共究会文章会」（岡島）





































































す。然し、波瀾を大きくするだろう、との問題が起こります。よし我等の主張が、波瀾を大にするものでありましても それは餘儀 い 事情で、恰も楠木正成が 波瀾が大きくな のを恐れずに、後醍醐天皇の召に應じた樣なもの す。論者の言葉に從ひま れば、此世の中は、波瀾がない代 に 活気 なく、俗人悪人
44




































































諸君、此社会 此社会の人は、絶えず我等に、研究すべき問題を 与え か。社会の問題は、社会を組織して居る人の、研究すべきも ありまして 社会の人 、皆其境遇相應 釋せなければならん問題を持て居ますので 我等︿の前に﹀も亦 我等 境遇相應の 解釋せな
ければならん問題が、壘々として橫って居ります。





































































趣味が違ひ、着眼点の異るものが、解釈の意見を均しくし得ないのは 止むを得ぬ自然の数でしゃう。我等は、四面の意嚮がどうであらう 只一意義なりと信じ、美 りと感じ 貞なりと悟ったところのものに 賛成すべき筈であります。此態度を取って、爭ひが起れば、争ふ でゞす。我等は、社会の皆と調和する事は出来ません。一部とは同盟し得ます 、或者は排斥しま これは、あながちに、我が狹量なる故ではあり まい。若しこれが狹量でありとしますれば、そは には 清濁併せ飲むとか云ひます政治家的の雅量がないのであります。我等は其異分子とまで して、良心を束縛する必要は毫も いのであります。世には、八方美人なるものがありまし 其所見 、甲 人と同じく る みならず 乙の人とも等しくし 天下萬衆を其観察を異にしない、便利且重寶 、奇怪極る
飴細工の樣な人間があります。




































































































































































暑中休暇とは如何なる性質を有するものなりや、齷齪百日の学窓を去って惰眠を貪るところなるか、あらず然らば如何、予輩の見を以てすれば、暑中休暇はこれ暑中休養なり、乾燥無味なる科学 研究、決し 予輩の健康によ しきものに非 、予輩此休養期を以て、精神修養に供すべきものなるを信ず、肉体 強壮を計るべき期なるを信ず、下宿楼上の不秩序不整頓なる生活は、其品性をして疲癈せしめ、其良心をして魔靡せしむ、風塵不揚清風徐ろに来るところ、今古の書に其腐腸を洗濯せざるべからず、怠慢なる其言動は決して父兄をして安堵せ むる所以のものに非ず、果然此休暇は精神の修養に供せられたるものなり、立川に菓子を飽食し 書籍と首っ引きの勉學 、其胃 暴し、其脳を撹乱す 休暇は此為めに、
肉体の恢復期を與えたり、
































































































































































































































































聲は如何なる邉より響て卿等 しても若かく自若たらしむるや。思へ世は轉変常なくして科学者も之を承認するが如く此地球は遂に滅亡に入るものなり。卿等が仕へて絶對視せる此邦國 るものはし く神聖なるもの は非ず
　
恰も太初創世のころ天地渾沌の裡單
























































































































































































































































































































































































































向であったから見兼ねたのだ。真率な気風は抜けて柔悠な真似をして喜ぶ風になったから慨嘆に堪ゑなかったのだ。高尚な趣味をはなれて野卑な獣的人間の仲間入して喜んで居るのが快くなかったからだ。霊の修養を抛擲して肉の発達のみに走ったのを残念に思ったからだ。自分 とて肉の大切な事は知らんでもな が、肉を最重要な者であるとは思はない。彼の の上に就ては多く議論すまい。たゞ簡単に云ふと
墮落しつゝあるのを認めたのだ。だから病膏肓に入ら
ぬに先ちて勇ましい決断力を振って其病根を杜絶する様に勧めた。少 らず其親 き交通 間柄の某某を挙げて攻撃して今の中に交を絶てよとまで云った。自分は彼 人が墮落 門から抜けて帰って美しい高尚な人間らしい者に爲り得ると見込をつけたからなである。彼の人の天性 立派に高潔な者であったであらうと想像出来る位望みのある人であった。彼 人一人の改悛を得たらば大いに四辺に多くの影響を与へる事が出来ると勇んで悦ん 彼の人を救ひ さうと試 た。然し悲しい事には自分は彼 人とは餘りに懇意で無かったから便宜が悪くまらどん 誤解 招くやも知れぬと云ふ恐れ 躊躇し が、さりとて前途頼母しい人を見す〳〵危険の位置に放任して置 気 もならないから奮発 筆を執 。人 上心配する自分ですらも前云った通り人情の弱点 爭はれぬものである。自分は彼の人の利益を図 に熱心では
あったが、又自分の迷惑を避けやうと思って名を匿して遣った。其忠告書が自分の
手から出たと云ふことは彼 充分知り得る様に書いて置いた 果して自分 こと知ったら かった。 悲 かな彼のの性行はます〳〵獣的 移 行 も だか 第二回の警戒を加ゑて置い 、さ 追々 自分 勇気も生じ、修養 效果が顕れて来るに従ひ上記のやうな考となると同時に（約翰默示録を読み より二時 後）二回 匿名書は 手か 発せ れ ことゝ自分の所思の幾分とを告げて自分の言に対して弁ずるこ 若く 意志を示されん事を願ってやった。自分であ ことが明 った 同時に彼の人はどんなに怒っ らう殆ど罵詈 も聞ゆ 激語を以て非難し其親友 名 挙げ 嘲罵し 少く も彼の人に悦
54




























































































































































































































































































































































































































































































































































































るゝのです。神の子の様であったハート 立つべきキューピットの白羽の矢は、恐ろ い、蛇の様な形の魔 子の離った毒矢に代られて、而も人はその魔 矢を恋 神の神聖な矢と思ってゐるので、霊と肉とは相離れずに並行すべきを、あゝ多くの少年、有為 少年、美に憧れ と る少年は肉の奴隸となる であります、それで霊を無視し清き征
そ
や矢を見止めぬ、恐ろしい秘密てふものに隠れて







































































































































































































































































































































が血の名残か蓮華、長閑なる波 うねりに新潮の香高き坂が隱家の朝。もろかりし古城 堅め石垣の名残の陰に赤 花散る。　
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　　Thispaper introduces thecircularmagazinewhichTetsurōWatsuji andSetsuro
Uozumiparticipatedin.
